第16号 by unknown
112
図書館と向き合ってきた生活史の側面 （大友信勝） ……  1
言葉の音 （響き） とリズムを楽しむ （矢倉千昭）…………  3
他者の世界を知ること （酒井昌子） ………………………  4
この一冊 ……………………………………… 5
文献を探してみよう！！……………………… 9
「マイライブラリ」 使っていますか？ ………… 12
図書館報　第16号/発行 ・ 聖隷クリストファー大学図書館/2018年4月1日
〒433-8558　静岡県浜松市北区三方原町3453/TEL ： 053-439-1416/FAX ： 053-414-1146






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　Journal Web ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 本学で契約している電子ジャーナルの閲覧











































　　　　　Journal Web ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 本学で契約している電子ジャーナルの閲覧














































































A B A B A B
① 「すべて検索（キーワードなど）」、「著者名」、「その他 ▼から選択可能」を選ぶ　　























































A B A B A B
① 「すべて検索（キーワードなど）」、「著者名」、「その他 ▼から選択可能」を選ぶ　　






図書館と向き合ってきた生活史の側面 （大友信勝） ……  1
言葉の音 （響き） とリズムを楽しむ （矢倉千昭）…………  3
他者の世界を知ること （酒井昌子） ………………………  4
この一冊 ……………………………………… 5
文献を探してみよう！！……………………… 9
「マイライブラリ」 使っていますか？ ………… 12
図書館報　第16号/発行 ・ 聖隷クリストファー大学図書館/2018年4月1日
〒433-8558　静岡県浜松市北区三方原町3453/TEL ： 053-439-1416/FAX ： 053-414-1146
E-mail ： cl-library@seirei.ac.jp　　図書館ホームページURL ： http://lib.seirei.ac.jp/library/
図書館は公共の場です。マナーを守ってお互い気持よく利用しましょう。
はじめとするわくわく、どきどきの世界があった。
ミシシッピー川へのイメージ、同じ少年が繰り広げ
る破天荒な出来事、その一つ一つに心が躍り、次に
は『十五少年漂流記』を手に取り、無人島でのサバ
イバルと冒険、そこに広い世界を夢見る自分がいた。
　中学校は新聞部に入り、校内新聞の作成に当たっ
た。「生活綴方」は継続され、定期的に漢字書取り
の試験があった。村では、高校進学率が30％程度の
集団就職の時代であり、自立した人生の基礎学力を
つけさせるための動機付けを重視した。図書室利用
の常連となり、伝記を中心に読みまくった。たとえ
ば、アフリカの医療支援でノーベル平和賞をうけた、
アルベルト・シュヴァイツァー。日本では、同志社
大学を創設した新島襄、等を次々と読んだ。伝記は
時代の制約下でどう生きるかを考えさせてくれた。
時代を切り拓く志、明確な目標、そこに向けた周到
な準備や訓練、学習、それらが整わないと難しいし、
理解者、支援者がいないとできない。
　高校は地元になく、地方の小都市にある旧制中学
の進学校に入った。初めて、旧帝大をめざす「がり勉」
達がクラスメートになった。私は、その中でテスト
は一夜漬け、報道部で新聞をつくり、文芸部の例会
で読書会に参加する日常を送った。高校のある市内
には本屋、市立図書館があり、高校の図書室も蔵書
の範囲や利用の仕方に大きな違いがあった。朝、5
時起きをして列車に乗ると終点が文化の違うまち
だった。中学の後半から図書室の文学書にのめりこ
んでおり、高校で加速した。通学の列車内で文庫本
を読むという習慣が身についた。厚い本は図書室で
借り、自宅で読み、文庫本との棲み分けをし、読み
まくった。夏休みに作文の宿題があり、指定枚数を
大きく超える長文を書いた。このときに書くことの
楽しさを身に付けた。
　大学は社会福祉系を選択し、名古屋に住んだ。名
古屋は県立・市立図書館をはじめ、総合書店、専門
書店、中には古書店もあった。大学の図書館は小さ
かったが国内外の社会福祉専門書、新刊書があり、
司書があらゆる質問に答え対応してくれた。社会福
祉学は戦後の新しい学問分野であり、古典や専門書
を他で求めるのが難しく、大学図書館の位置と役割
の重要性を実感した。
　大学時代に、記憶に残るもうひとつの図書館利用
がある。それは、試験準備や論文作成の場として活
用した点である。卒後、公務員を目指し試験勉強を
開館から閉館近くまで利用した。気分転換で県立・
市立・大学図書館と変えてみた。卒業論文作成は、
調査やインタビューの検証を大学図書館で資料確認
でき、集中できるので役立った。検索したい参考文
献や資料も確認しやすく、図書館の活用がいかなる
ものかを経験できた。卒業論文は67,000字の長文に
まとめ、知的生産の基礎になった。卒後、公務員と
なり、福祉事務所の実践を4万字にまとめ、学会の
学術賞を受け、これが自信になった。これらが、や
がて博士論文「公的扶助の展開」につながってくる。
図書館とどう付き合うのか。図書館は検索をはじめ
多機能になり、先行研究、情報の拠点である。常に
時代を切り拓く機能、役割を持ち知的生産のフィー
ルドとして日進月歩している。人生の可能性を開く
扉をあけ、夢と希望を育てるのも面白い。
図書館と向き合ってきた生活史の側面
社会福祉学研究科長・教授　大友 信勝
マイライブラリに入るユーザー名・パスワードは学生証のバーコード下の数字です。
ここから入る
利用後は必ず
ログアウトで終了
予約をした図書等の確認ができる
予約図書の用意ができると「お知らせ」に表示される
自分が現在借りている図書を確認ができる
また、貸出期間の延長はここから行う
※延長処理をした日から、一週間延長となるので
　貸出期間が短くならないように 気をつけよう！
　また、返却期限日を過ぎると延長できません。
入学してから現在まで自分が借りた図書の履歴が
年度ごとにフォルダに表示される
自分の名前が表示される
「マイライブラリ」使っていますか ？
　図書館のホームページの「マイライブラリ」を皆さんは使っていますか？
　「マイライブラリ」は、自分だけの図書館サイト（学内者限定）です。便利な機能です。
　是非使ってみてください。　　　　※トップページ下にマニュアルがありますので参考に！
聖隷クリストファー大学
第16号　2018.4
　社会福祉の実践・研究を志し、半世紀にわたり社
会福祉の道を歩んできた。図書館（室）や出版物と
の付合いは仕事でもあり、生活の一部そのものであ
る。
　戦中、東北の日本海側、鳥海山麓の農家に生まれ
育った。強制供出のため飯米に不足し、山や川で山
菜や小魚を採取し、空腹であったが四季折々の伝統
行事や祭り等、自然と文化が豊かだった。村に時々
飴売りが来て「紙芝居」をやった。 『黄金バット』
にわくわくし、次を夢見た。情報らしきもの、それ
は『家の光』と一般新聞、そしてラジオ、早く漢字
が読めるようになりたかった。
　小学校に入ると「生活綴方」を学んだ。生活を見
つめ、なぜなのか。どうしたらいいか。自分で調べ、
考え、記録するようにという教育を受けた。そうは
言われても、両親、祖父母は夜明けとともに日没ま
で働き、子どもといえば、子守や児童労働は当たり
前のこと、それを書いても面白くない。何を書くの
かわからない。そこで図書室に行き、何をどう書く
のか、ヒントを掴もうと考えた。
　村には本屋がなく、図書館もない。学校の図書室
が文化の拠点そのものであり、知的世界の入り口
だった。図書室は司書がいるわけでなく開架式で自
由に手に取り、ノートに書いて借りるシンプルなや
り方だった。宿題の作文に直ぐに役立つ本は探して
もない。しかし、そこには『トムソーヤの冒険』を
